
石川工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 環境都市工学実験ＩＩＩ
科目基礎情報
科目番号 20435 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習・実技 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 教科書： 土木学会・地盤工学会編「土質試験のてびき」（土木学会），鹿島出版会「建設材料実験法」／  教材等： 関
連のプリントを配布する。 ／ 参考書： 図書館に関連図書がある。

担当教員 大橋 慶介,重松 宏明,津田 誠,前田 健児
到達目標
＜土質実験＞
１．一軸圧縮強度を理解し，説明できる。
２．せん断強度を理解し，説明できる。
３．土のコーン指数を理解し，説明できる。
＜水理実験＞
４．管路における損失を理解できる。
５．支配断面，常流・射流・限界流，跳水，比力，比エネルギーの関係を理解できる。
＜ＲＣ実験＞
６．鉄筋コンクリート（ＲＣ）試験体を設計できる。
７．ＲＣ試験体の作製手順を説明できる。
８．ＲＣ試験体の曲げ載荷試験の手順を説明できる。
９．ＲＣ試験体の曲げ載荷試験結果を整理し，考察できる。
＜鋼構造実験＞
１０．はりの曲げ変形と応力分布を説明できる。
１１．鋼製ラーメンの変形と応力分布を説明できる。
１２．座屈について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
到達目標
項目1

一軸圧縮強度を理解し，説明でき
る。

一軸圧縮強度を概ね理解し，基本
的な説明ができる。

一軸圧縮強度を理解しておらず
，基本的な説明もできない。

到達目標
項目2

せん断強度を理解し，説明できる
。

せん断強度を概ね理解し，基本的
な説明ができる。

せん断強度を理解しておらず，基
本的な説明もできない。

到達目標
項目3

土のコーン指数を理解し，説明で
きる。

土のコーン指数を概ね理解し，基
本的な説明ができる。

土のコーン指数を理解しておらず
，基本的な説明もできない。

到達目標
項目4 管路における損失を理解できる。 管路における損失を概ね理解でき

る。
管路における損失を理解できない
。

到達目標
項目5

支配断面，常流・射流・限界流
，跳水，比力，比エネルギーの関
係を理解できる。

支配断面，常流・射流・限界流
，跳水，比力，比エネルギーの関
係を概ね理解できる。

支配断面，常流・射流・限界流
，跳水，比力，比エネルギーの関
係を理解できない。

到達目標
項目6

鉄筋コンクリート（ＲＣ）試験体
を設計できる。

鉄筋コンクリート鉄筋コンクリー
ト（ＲＣ）試験体を概ね設計でき
る。

鉄筋コンクリート（ＲＣ）試験体
を設計できない。

到達目標
項目7

ＲＣ試験体の作製手順を説明でき
る。

ＲＣ試験体の作製手順を概ね説明
できる。

ＲＣ試験体の作製手順を説明でき
ない。

到達目標
項目8

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験の手順
を説明できる。

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験の手順
を概ね説明できる。

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験の手順
を説明できない。

到達目標
項目9

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験結果を
整理し，考察できる。

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験結果を
整理し，概ね考察できる。

ＲＣ試験体の曲げ載荷試験結果を
整理し，考察できない。

到達目標
項目10

はりの曲げ変形と応力分布を説明
できる。

はりの曲げ変形と応力分布を概ね
説明できる。

はりの曲げ変形と応力分布を説明
できない。

到達目標
項目11

鋼製ラーメンの変形と応力分布を
説明できる。

鋼製ラーメンの変形と応力分布を
概ね説明できる。

鋼製ラーメンの変形と応力分布を
説明できない。

到達目標
項目12 座屈について説明できる。 座屈について概ね説明できる。 座屈について説明できない。

学科の到達目標項目との関係
本科学習目標 1 本科学習目標 2
創造工学プログラム B1専門(土木工学)
教育方法等

概要

土木構造物の設計を行うためには，周辺の環境条件，使用する材料の性質などを十分に把握しておく必要がある。これ
らはすべて実験によって求められる。授業では，これまでの講義で修得してきた内容を室内実験を通して確認し，それ
ぞれの分野における基礎知識をさらに深め，ものづくりや課題の解決に取り組むこができる能力を身に付けることを目
的としている。 この科目は企業で施工管理、コンクリートの品質管理を担当していた教員が，その経験を活かし，コン
クリート材料に関する試験を実施するにあたっての留意点等について実験を通して教授するものである。

授業の進め方・方法
【事前事後学習など】レポートの提出期限を守ること。 レポートはわかりやすく丁寧にまとめること。
【関連科目】土質力学Ⅰ・Ⅱ，地盤工学，水理学Ⅰ・Ⅱ，鋼構造学Ｉ，コンクリート構造学Ⅰ・Ⅱ，コンクリート工学
【MCC 対応】Ⅵ-F 建設系分野（実験・実習能力）

注意点

・関数電卓を持参すること。
・実験にふさわしい服装で，積極的に取り組むこと。
・実験の内容を事前に教科書やノートなどで予習しておくこと。
・実験器具の取り扱いには十分注意し，教官・技官の指示を守ること。
【評価方法・評価基準】
レポート提出（70%），実験に対する取り組み（30％）
評価基準として，60点以上を合格とする。

テスト
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業



授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 土質実験(1)Ａ　ＲＣ実験(1)Ｂ　 鉄筋コンクリート供試体を設計できる。
一軸圧縮強度を理解し，説明できる。

2週 水理実験(1)Ｂ　鋼構造実験(1)Ａ
はりの曲げ変形と応力分布が説明できる。
常流・射流の遷移を理解して説明できる．管路の損失
を理解して説明できる．

3週 水理実験(1)Ａ　鋼構造実験(1)Ｂ
はりの曲げ変形と応力分布が説明できる。
常流・射流の遷移を理解して説明できる．管路の損失
を理解して説明できる．

4週 土質実験(1)Ｂ　ＲＣ実験(1)Ａ　 鉄筋コンクリート供試体を設計できる。
一軸圧縮強度を理解し，説明できる。

5週 土質実験(2)Ａ　ＲＣ実験(2)Ｂ　 鉄筋コンクリート供試体の作製手順を説明できる。
せん断強度を理解し，説明できる。

6週 水理実験(2)Ｂ　鋼構造実験(2)Ａ
鋼製ラーメンの変形と応力分布が説明できる。
常流・射流の遷移を理解して説明できる．管路の損失
を理解して説明できる．

7週 水理実験(2)Ａ　鋼構造実験(2)Ｂ
鋼製ラーメンの変形と応力分布が説明できる。
常流・射流の遷移を理解して説明できる．管路の損失
を理解して説明できる．

8週 土質実験(2)Ｂ　ＲＣ実験(2)Ａ 鉄筋コンクリート供試体の作製手順を説明できる。
せん断強度を理解し，説明できる。

2ndQ

9週 土質実験(3)Ａ　ＲＣ実験(3)Ｂ
鉄筋コンクリート供試体の載荷実験の手順の説明，結
果の整理および考察ができる。
土のコーン指数を理解し，説明できる。

10週 水理実験(3)Ｂ　鋼構造実験(3)Ａ 座屈について説明できる。
開水路水面形を計測・解析できる

11週 水理実験(3)Ａ　鋼構造実験(3)Ｂ 座屈について説明できる。
開水路水面形を計測・解析できる

12週 土質実験(3)Ｂ　ＲＣ実験(3)Ａ
鉄筋コンクリート供試体の載荷実験の手順の説明，結
果の整理および考察ができる。
土のコーン指数を理解し，説明できる。

13週 土質実験(4)Ａ　鋼構造実験(4)Ｂ 鋼構造物の変形と応力分布について説明できる。
一軸圧縮強度を理解し，説明できる。

14週 土質実験(4)Ｂ　鋼構造実験(4)Ａ 鋼構造物の変形と応力分布について説明できる。
土のコーン指数を理解し，説明できる。

15週 前学期の復習
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 4

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 4

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 4

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 4

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 4

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 4
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 4
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 4
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 4

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 4
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 4

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

建設系分野
【実験・実
習能力】

建設系【実
験実習】

コンクリートのスランプ試験について理解し、器具を使って実験
できる。 4

コンクリートの空気量試験について理解し、器具を使って実験で
きる。 4

コンクリートの強度試験について理解し、器具を使って実験でき
る。 4

各種構造形式(コンクリート、金属などによる)による試験体を用
いた載荷実験を行い、変形の性状などを力学的な視点で観察する
ことができる。

4

土粒子の密度試験について理解し、器具を使って実験できる。 4
液性限界・塑性限界試験について理解し、器具を使って実験でき
る。 4

粒度試験について理解し、器具を使って実験できる。 4
透水試験について理解し、器具を使って実験できる。 4
突固めによる土の締固め試験について理解し、器具を使って実験
できる。 4

一軸圧縮試験について理解し、器具を使って実験できる。 4



層流・乱流を観測してレイノルズ数を算出できる。 4
各種の流量測定の方法を理解し、器具を使って実験できる。 4
常流・射流・跳水に関する実験について理解し、実験ができる。 4

評価割合
レポート 取り組み状況 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0


